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令和５年度 学校評価 自己評価書（１学期）

１ 学校経営の重点

① 主体的・対話的で深い学びを目指した授業改善，主体的学習態度・学習習慣を育む指導

② 時や場所を考えて適切に判断し，行動できる力を育む指導

③ 安全意識を高め感染症対策等心身の健康を育む指導及び部活動の活性化

④ 困難にも諦めずに取り組む心や自他を大切にする心を育む指導

⑤ 一人一人の進路目標達成に向けた指導

⑥ 教育の情報化の推進，情報モラルの遵守指導

⑦ 信頼される教職員・学校を目指した取組，業務・職場環境改善の推進

⑧ 学校運営協議会の議論を生かした学校運営の充実，鶴岡第二中学校（兄弟校盟約）との交流推進

２ 課題と改善策 ※ 評価は職員による４段階評価の平均

評価項目 評価 状況及び改善の方向

重 １ 「確かな学力」の定着に向け 3.0 ・ 教員の共通実践（学習目標の明確化，話合い活動の充

点 た授業改善，主体的学習態度を 実，振返りの場の設定）を通して授業改善を進めているが，

① 育む指導に取り組んでいる。 定着を図る振返りの場の充実が生徒評価から生徒自身に

意識されていない状況があった。改善の中心として取組を

続ける。

重 １ 時や場所を考えて適切に判 2.9 ・ 学期後半では，始業５分前着席ができていない生徒が

点 断し，行動できる力を育ててい 前半より多くなる状況も見られた。学級専門部員が授業開

② る。 始２分前着席を呼び掛けるなど，生徒会が主体となった活

２ 自己有用感を高めるため 3.2 動を続けている。２学期も生徒会と一緒になって取り組んで

に，生徒の良さを認めたり相談 いく。

にのったりしている。 ・ 不登校生徒には，学習支援員紹介や SSW との連携を行な

ったり，別室学習へ授業配信したりして学習を支援してい

る。

重 １ 安全意識を高め感染症対策 3.0 ・ 感染対策として消毒液を各教室の前に置いている。教室

点 も含めて心身の健康を育む指 前の水道施設が不足する実態があるため，校舎外の水道も

③ 導に取り組んでいる。 割り当てて対応しているが，徹底できていない状況があっ

た。各学級にサーキューレーターを入れて空気循環も行なっ

ている。



重 １ 自他を大切にし，困難に 3.0 ・ いじめは，アンケート結果等で全学年で発生している状況

点 もあきらめない心の育成に取り があった。被害等の状況はすぐに学年全体で情報共有し，

④ 組んでいる。 保護者とも連携しながら学年全体や生徒指導部会で解決

への協議を進めている。

重 １ 一人一人の進路目標に応じ ２.８ ・ 学年の履修すべき内容は計画通り学習できている。

点 た指導に取り組んでいる。 ・ キャリアパスポートは全学年で活用できた。今後も計画的

⑤ に活用していく。

重 １ 教育の情報化に取り組み， 3.0 ・ タブレットを活用した指導を進めているが，ネット環境に課

点 ICT を効果的，効率的に活用 題もあるため学年や全校で一斉に使用する際は，時間をずら

⑥ している。 すなど工夫している。使用場面をより多くしていく。

重 １ 教職員としての自覚と責務 3.５ ・ 学力向上に向けて，研究授業での協議や学力検査分析

点 をもち，日々の教育活動に取り を生かした指導を充実させていく。

⑦ 組んでいる。 ・ 勤務時間外勤務４５時間以内は６割以上の職員が達成し

２ 教職員個々の業務改善の 3.0 ている。生徒指導上の問題対応で時間外が多くなった時期

取組である，「1Try 」は実践して もあった。

いる。

重 １ 地域の特色や人材・施設を 2.4 ・ 職場体験学習の実施が出来て，生徒は３日間地域の事業

点 生かした教育活動を行ってい 所で経験することが出来た。

⑧ る。 ・ 地域行事では，地域の夏祭りや行事にボランティアとして

生徒が活躍している。

３ ２学期に向けての取組

（１） 体育大会や文化祭等の学校行事では，生徒の自尊感情や協力性を向上させるために，活動を工夫し

ながら取り組んでいきたい。

（２） 学習習慣，生活習慣の向上に向けては，生徒会が主体となって取り組む場を工夫したい。

（３） 学力向上に向けて，研究授業での協議や学力検査分析を生かした指導を充実させるとともに，進路

目標設定を具体的に進めさせ学習意欲の喚起を図りたい。


